
○事業概要

事業名：燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官連携研究
開発事業/共通課題解決型基盤技術開発/評価解析プラットフォームマネジメント
発表者名：みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社、技術研究組合FC-Cubic

連絡先
技術研究組合FC-Cubic
E-mail: a-aoki@fc-cubic.or.jp

TEL:03-3599-2357

• 材料開発者の評価解析フラットフォームの活用を通じて、2030年のPEFCスタック性能目標の達成を見通すことができる
PEFCの材料候補を創出することに貢献する。

• シミュレーション、材料分析/解析、電気化学的特性測定及びマテリアルズ・インフォマティクスの各グループで開発した計測・
解析技術によって産業界で有効に活用できるシミュレーション、相互解析技術を実現し、世界最高水準のPEFC評価解
析プラットフォームを構築する。

【目的と成果物】

A) 材料改良方針
材料評価・DB化

B) 現象の可視化
高度化オペランド
解析

C) 現象の予測
性能・寿命予測
モデリング

D) 革新材料創生
経験・理論的設計



評価解析PFのアウトプット/ アプローチ

放射光X線

中性子線

• データ駆動およびモデル駆動の2つのアプローチで革新材料設計を目指す
• 世界トップの高度解析ファシリティーと連携して、マルチスケールで現象を可視化する



その他の取組みの進捗

2021年10月
情報公開予定

【設計ポイント】
・簡便性
・再現性
・耐久性（高温評価対応）
・コスト

米欧のHD TruckコンソーシアムとAST開発
で国際連携 （5/27 KO）w/電気化学Gr

OEM各社の知見を入れた標準推奨セル
を設計中 w/電気化学Gr

トヨタ自動車の新型MIRAIのセル・部材を供試
頂き、評価解析PFで解析デモンストレーション
w/ 材料解析・電気化学・シミュレーションGr

Ref. 0.33mg-Pt/cm2

Old 0.31mg-Pt/cm2

New 0.16mg-Pt/cm2



コミュニティー創出

• 昨年9月から全4回を開催（Web）し、毎回延べ1500人以上に参加頂いている
• 次回オープンシンポジウムは8/20開催予定（コンテンツ準備中）

（後援）（共催）

（第1回）‘20/9/4 （第2回）‘２０/10/27 （第3回）‘21/2/2 （第4回）‘21/4/20

FC-Cubic オープンシンポジウム

FC-Cubic オープンシンポジウム開催

産業界の技術課題共有や、海外のビジネス・研究
動向も同時に扱い、FC研究活性化を狙う


